
倭国大乱とは

弥生時代後期の2世紀後半に起こったとされる争乱

中国の複数の史書に記述が見られる。倭国の地域は特定されていない。

中国の正史、『後漢書』「東夷伝」『三国志』（魏志倭人伝）、『梁書』諸夷「東夷諸戎」

に記述がある。

◆『三国志』魏書卷30　東夷伝倭人（魏志倭人伝）

元々男子を王として70～80年を経ていた。数年間も相互に攻め合った。そこで一人の女子を

共立して王にした。名は卑弥呼という。鬼道を用いて衆を惑わす。年齢は35歳を過ぎ、夫は

無かった。

◆『後漢書』卷85　東夷列傳第75

桓帝・霊帝の治世の間、倭国王の座を争う内乱があり８年±数年も主無き状態となった。

卑弥呼という名の女子が有り、年長だが嫁いでいなかった。鬼神道を用いてよく衆を惑わした。

ここに於いて共立し王にした。

◆『梁書』卷54列傳第48諸夷傳　東夷条倭

倭国乱、数年も互いに攻め合った。そこで一人の女子卑弥呼を共立して王にした。

■倭国大乱の痕跡

弥生時代は日本列島の長い歴史の中で、初めて戦争が始まった時代、米作りが本格化し、

水田耕作に必要な土地・水、収穫物の貯えをめぐってムラどうし、地域間で争いが激しくなった。

防御的な機能を備えたムラが出現し、殺傷用の武器が発達した。

■高地性集落

弥生時代中・後期に平地と数十メートル以上の標高差があり、周囲を眺望できる山頂・丘陵の

尾根上などに形成された集落。

高地性集落の分布は弥生中期に中部瀬戸内と大阪湾岸に、弥生後期に近畿とその周辺部に限定

される。

古墳時代前期には西日本の広島・鳥取、北陸の富山・石川・新潟に分布する。

北部九州には見られない集落である。

■紀元前後の日本列島

紀元前後＝倭国は百余国に分立

　057年　倭奴国王が後漢に使いを送り、光武帝より「漢委奴国王」の金印を受け取る。

107年 倭国王が後漢に使いを送り、生口160人を献上する。

180年 倭国大いに乱れる。

◆『後漢書』東夷傳

北部九州における倭人の政治集団の統合が進み、その代表として倭奴国が後漢に遣使した。
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■漢委奴国王印

越前国那珂郡志賀島村東南部で出土した純金製の王印（国宝に指定されている。）

奴国は弥生時代に存在した倭人の国で、現在の福岡市や春日市など福岡平野一帯を支配していた

とされる。

■確認される最初の王・帥升

弥生時代中期・後期の倭国の有力な

王と推測される。107年に後漢に朝貢した。

◆『後漢書』東夷傳

107年の文献に名を残す日本史最古の人物である

師升は史料上倭国王を称した最初の人物でもある。

■吉野ケ里遺跡

佐賀県神埼郡吉野ｹ里町と神埼市にまたがって存在。約117haの弥生時代の大規模な環濠集落跡。

■青谷上地遺跡

鳥取市青谷にある弥生時代（紀元前2世紀から3世紀）の集落遺跡。弥生人の脳や多彩な遺物が

出土し「弥生の地下博物館」とも呼ばれる。

■戦いを変えた鉄と馬

縄文時代・弥生時代の日本列島に馬は存在しなかった。朝鮮半島より馬の飼育という文化が

持ち込まれた。5世紀頃に馬の飼育が定着した。

日本列島に馬が持ち込まれたのは軍事利用のためだった。

福岡県の津屋崎にある渡半島に「神代に放ち給うた馬の牧跡」の言い伝えがあり現在でも

牧の大明神の祠が現存。

中国では銑鉄が作られるようになり、この銑鉄を鋳型に流しこんだ鋳造鉄器とよばれる鋳物の

鉄製品、多くは鉄斧・鋤先等農機具が作られるようになった。　中国では鉄中の炭素を減じる

脱炭技術が開発され、粘りのある鉄・鋼が鋳造鉄器の刃部に利用された。

日本の弥生時代中期頃にこのような鉄で鉄で作られたものが北部九州を経由して日本に運ばれ

再利用された。

■古代九州王国

1世紀には倭奴国が北部九州を中心とした地域に成立し倭王は博多湾近くに首都をおいて漢に

朝貢し「漢委奴国王」の金印を授与された。

倭国大乱前は九州に北九州連合、山陰に出雲族、瀬戸内には瀬戸内吉備王国が存在。

■倭国大乱から卑弥呼共立へ

稲・鉄・馬の三大エポックが縄文時代の日本列島を大きく変えた。貧富の差、殺傷力の高い武器

が使用され、驚異的な速度と距離の移動が可能になった。格差、武器、人の移動により

国は乱れていった。

他方、2世紀後半よりの地球規模の慣例化の影響を受けた土地収奪争いにあったとする説がある。

そのような戦闘が8～10年もつづくと各地で文化文明の疲弊がおこり、農業生産が低下。

悪循環を断つために、各国は女性のカリスマ的な力をもち、男の王たちが歩み寄る機会をつくり、

ともに女王をいただくこと。これが卑弥呼の共立という和平の道であった。

そうして成立したのが各文化圏の上に位置する都・邪馬台国であった。

その場所は、畿内か九州か？？？

（記事：2班広報　入江　實）


